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40　　　　　　　現場から
校
同
期
の
守
輪
（横
浜
在
住
）
が
、
N
Y
ア
ク
タ
ー
ズ
ス
タ
ジ
オ
で
、
リ
ー
・
ス
ト
ラ
ス
バ
ー
グ
本
人
か
ら
学
ん
だ
演
技
の
科
学
を
伝
え
る
機
会
、
今
後
も
年
一
回
程
度
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
秋
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
連
続
自
主
企
画
「
マ
ン
ス
リ
ー
ピ
ア
ノ
」
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
で
ひ
と
ま
ず
休
止
。
使
用
頻
度
が
低
か
っ
た
ピ
ア
ノ
を
活
用
す
べ
く
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻
千
絵
さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
ほ
ぼ
毎
月
、
ピ
ア
ノ
を
使
っ
た
催
し
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
年
半
で
み
ち
が
え
る
よ
う
に
音
が
出
て
き
た
ピ
ア
ノ
は
、
二
〇
一
五
年
亡
く
な
っ
た
母
か
ら
ス
タ
ジ
オ
へ
の
贈
り
物
で
し
た
。
追
悼
の
想
い
を
込
め
た
企
画
は
新
た
な
段
階
に
進
み
ま
す
。
ピ
ア
ノ
に
限
ら
ず
、
民
族
音
楽
、
古
楽
な
ど
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
楽
器
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
ご
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
と
て
も
響
き
が
良
い
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
レ
ッ
ド
ベ
リ
ー
ス
タ
ジ
オ
は
二
〇
二
〇
年
一
二
月
で
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
満
二
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
さ
て
今
、
あ
ら
た
め
て
こ
れ
か
ら
。
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
便
り　
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
〇
年　
江
別
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
Ⅳ　
安
念
優
子
昨
年
暮
れ
、
ど
も
Ⅳ
の
建
物
が
江
別
市
都
市
景
観
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
正
一
一
年
九
七
年
前
の
建
物
を
有
効
活
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
選
ば
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
レ
ン
ガ
建
て
の
元
郵
便
局
が
ど
も
Ⅳ
に
な
っ
て
一
五
年
、
野
幌
駅
裏
の
ど
も
Ⅰ
か
ら
数
え
る
と
今
年
で
四
〇
年
目
に
入
り
ま
す
。
昨
年
私
達
の
劇
団
は
、
五
月
に
ヒ
モ
ト
タ
カ
ヒ
ロ
・
作
演
出
「夜
学
」、
八
月
安
念
智
康
・
作
演
出
『
ト
ド
山
第
三
分
教
場
パ
ー
ト
Ⅲ
二
〇
一
九
版
』
を
ド
ラ
マ
シ
ア
タ
ー
ど
も
Ⅳ
で
上
演
し
ま
し
た
。
九
月
は
、
知
床
斜
里
の
北
海
道
演
劇
集
団
の
仲
間
『
劇
団
み
ず
な
ら
』
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
『
ト
ド
山
第
三
分
教
場
パ
ー
ト
Ⅲ
二
〇
一
九
版
』
を
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
『
ト
ド
山
―
―
』
は
代
表
の
安
念
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
、
北
海
道
の
戦
後
開
拓
の
子
供
た
ち
を
描
い
た
作
品
で
す
。
パ
ー
ト
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
と
シ
リ
ー
ズ
物
？
で
、
テ
ー
マ
や
主
役
の
子
供
た
ち
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
・
・
。
ど
も
の
寅
さ
ん
み
た
い
な
芝
居
で
す
。
ゆ
め
ホ
ー
ル
の
公
演
後
の
交
流
会
で
、
斜
里
・
岩
尾
別
の
戦
後
開
拓
の
歴
史
に
携
わ
っ
て
い
る
方
か
ら
「
厳
し
い
開
拓
の
暮
ら
し
の
中
で
、楽
し
い
事
な
ん
か
あ
っ
た
の
か
い
？
」
と
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
安
念
は
「
子
ど
も
の
視
点
か
ら
は
ど
ん
な
環
境
の
中
で
も
、
喜
び
や
楽
し
み
を
見
つ
け
て
行
く
も
の
じ
ゃ
な
い
か
・
・
。
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
道
内
外
の
町
に
、
縁
の
あ
る
人
を
頼
り
に
公
演
の
旅
に
出
か
け
て
41 　現場から
祭
二
〇
二
〇
」
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。　
六
月
公
演
予
定
の
、
木
下
順
二
作
「夕
鶴
」
安
念
演
出
で
稽
古
を
始
め
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
二
〇
・二
・
節
分
ゆ
く
。
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
二
〇
人
ほ
ど
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
る
苦
労
は
大
変
で
す
が
、
そ
れ
に
勝
る
そ
の
土
地
の
暮
ら
し
や
人
と
の
交
流
は
、
芝
居
人
生
の
大
き
な
喜
び
で
す
。
一
二
月
は
、
恒
例
の
「
ど
も
歳
忘
れ
興
行
」
芝
居
・
人
形
浄
瑠
璃
・
語
り
・
影
絵
・
落
語
・
踊
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ォ
ー
ク
・
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
・太
鼓
な
ど
な
ど
、ジ
ャ
ン
ル
問
わ
ず
の
二
日
間
の
お
祭
り
。
（一
団
体
二
〇
分
）
今
年
は
四
八
組
、
幼
児
か
ら
七
〇
代
ま
で
一
三
〇
人
の
出
演
で
し
た
。
司
会
は
代
表
の
安
念
が
つ
と
め
、
辛
口
の
感
想
が
人
気
で
全
道
か
ら
参
加
者
が
集
ま
り
ま
す
。
（出
演
者
も
観
客
も
同
じ
入
場
料
）
在
日
の
方
や
、
弱
視
の
若
者
、
ろ
う
あ
者
の
家
族
、
障
害
の
垣
根
を
越
え
た
バ
ン
ド
・
沖
縄
出
身
と
ア
イ
ヌ
の
方
の
ユ
ニ
ッ
ト
・
・
、
今
年
も
し
み
じ
み
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
空
間
だ
な
あ
と
思
い
、
ち
ょ
っ
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
毎
年
楽
し
み
に
観
に
来
て
下
さ
る
常
連
さ
ん
が
い
ま
す
。
劇
団
員
は
、
運
営
と
出
演
も
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
お
隣
の
建
物
が
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
り
、
借
り
て
い
た
駐
車
場
が
無
く
な
り
ま
し
た
。
（
長
野
県
上
田
市
の
無
言
館
に
収
め
ら
れ
た
江
別
の
戦
没
画
学
生
の
油
絵
を
持
っ
て
い
た
、
も
と
病
院
で
し
た
。
）暮
れ
に
は
、
三
二
年
続
い
た
江
別
演
劇
鑑
賞
会
が
、
会
員
減
少
で
惜
し
ま
れ
て
解
散
し
ま
し
た
。
時
代
の
波
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
変
化
し
て
い
く
事
を
怖
れ
ず
、
今
年
も
前
に
進
ん
で
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。
二
月
「
江
別
の
多
喜
二
祭
」
と
、
三
月
「
え
べ
つ
脱
原
発
芸
術
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